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自
治
会
役
員
、
町
内
会
長
と
し
て
地
域
振
興
の
活
動
に
永
年
ご
貢
献
、
ご
尽
力

さ
れ
た
次
の
方
々
が
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
自
治
総
連
合
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
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内
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校
区
＝
敬
称
略
）

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

小
倉
北
区
長

小
倉
北
区
長　　

天天  

本本  

克克  

己己　

海洋プラスチックごみ問題を海洋プラスチックごみ問題を
ご存じですか？ご存じですか？
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　私たちの生活に欠かせないプラス
チック製品ですが、使い捨てプラス
チックが海へと流れ込むことで、海
洋の環境や生態系に深刻な影響を与
えることが懸念されます。このまま
では 2050 年までに海洋に流出し
たプラスチックの量が魚の量を超え
てしまうと予想され、問題は深刻化
しています。この問題を解決するた
めに必要なことの基本は 3Rです。

・リデュース（Reduce）
　＝出すごみの総量を減らすこと
・リユース（Reuse）
　＝再利用すること
・リサイクル（Recycle）
　＝再生産に回すこと

　一人一人が実行できる身近な環境
保護運動です。
　できることから始めませんか。

発　　　行
小倉北区自治総連合会
小倉北区環境衛生協会連合会
会　長　肝　付　太　郎
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小
倉
北
区
自
治
総
連
合
会
の
令
和
６
年
度
５
月
総
会
に
お
い
て
、
引
き

続
き
、
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
小
倉
中
央
校
区
米
町
の
肝
付
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
皆
様
方
に
は
、
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
多
く

の
行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
「
わ
っ
し
ょ
い
百
万
夏
ま
つ
り
」
の
再
開
を
は

じ
め
、「
小
倉
祇
園
太
鼓
」「
平
成
中
村
座
小
倉
城
公
演
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
小
倉
の
ま
ち
に

賑
わ
い
が
戻
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
連
合
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域
の
想
い
を
乗
せ
た
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
ン
タ
ン
の
灯
り

を
お
届
け
す
る
「
コ
ク
ラ
ン
タ
ン
２
０
２
３
」
を
秋
に
開
催
し
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
小
倉
北
区
の
25
校
区
が
、「
こ
の
ま
ち
が
好
き
」
と
い
う
想
い
を
胸
に
、
ワ
ン
チ

ー
ム
と
な
っ
て
企
画
か
ら
運
営
ま
で
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
絆
の
高
ま
り
と
と
も
に
地
域
活
動

に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
の
一
体
感
の
創
出
や
地

域
力
の
向
上
に
よ
り
、
小
倉
北
区
の
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
と
と
も
に
「
小
倉
北
区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
〝
ま
ち
〟
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
小
倉
北
区
長
に
就
任
し
ま
し
た
天
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
防
犯
・
防
災
や
ま
ち

美
化
活
動
等
、
小
倉
北
区
の
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
倉
北
区
は
、
北
九
州
市
の
都
心
と
し
て
商
業
や
流
通
、
金
融
等
の
機

能
が
集
積
し
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
や
水
辺
環
境
、
歴
史
的
資
産
に
も
恵

ま
れ
た
大
変
魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ま
ち
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
た
め
、
北
九
州
市
は
本
年
３
月
に
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
北
九
州
市
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」（
新
ビ
ジ
ョ
ン
）
を

策
定
し
、
３
つ
の
重
点
戦
略
と
し
て
「
稼
げ
る
ま
ち
」「
彩
り
あ
る
ま
ち
」「
安
ら
ぐ
ま
ち
」
の

実
現
を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
小
倉
北
区
で
は
、
若
者
が
集
ま
る
北
九
州
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
み
な

ぎ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
地
域
の
行
事
や
祭
り
な
ど
の
継
承
、
振
興
を
図
り
、
歴
史
と
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
小
倉
北
区
役
所
と
し
ま
し
て
も
、
皆
様
方
と
の
協
働
や
連
携
を
今
ま
で
以
上
に
深
め
、
新
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
小
倉
北
区
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。
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日本赤十字社福岡県支部 
防災セミナー

　日本赤十字社福岡県支部が実施して
いる防災セミナーでは、災害が発生した
ときに予想される被害や救助活動、避
難生活など、いのちを守る方法を地域
に密着した形で学ぶことができます。 
　詳しくは日本赤十字社福岡県支部ホ
ームページをご確認ください。 

対　象　町内会・自治会の方、小学校区
　　　　での範囲の地域住民の方 
　　　　（個人単位でのお申込みの受付なし） 
受講料　無料
申込・問い合わせ先 
　日本赤十字社福岡県支部 事業課救護・
　福祉係　（092）523-1172
　※平日：午前９時から午後５時半まで
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